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１．新潟市のプロフィール

１



■北前船の寄港地として、また開港５港の一つ

として古くから栄えた「みなとまち」の歴史と文化

■明治元年開港以降は世界に開かれた港として、

人や物の交流拠点としての役割を担ってきた

人口・面積

面積： 726.19k㎡
（政令市中8位）

人口： 762,739人
（政令市中17位）

※ 住民基本台帳人口（R5.9月末）

日本列島・新潟県のほぼ中央、

環日本海の中枢都市

幕末の開港５港の一つ

みなとまち新潟

新潟古町芸妓

■日本三大芸妓の街

として、京都祇園、

東京新橋と並び

称されてきた

■みなとまちを代表する

文化のひとつ
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新潟市の立地環境（気候）
新潟 ＝
というイメージをお持ちではありませんか？

豪雪地帯と言われスキー場などが多数立地する上中越
地域や山間部は3～4メートルも積もることもありますが、
日本海沿岸部の平野に広がる新潟市では、雪は比較的
多くありません。

また、関東以北の政令市としては、比較的温暖で、
春から秋は東京より日照時間が長く好天な月もあります。

３



※約60年ぶりとなる新潟駅リニューアル

今春、駅の南北を結ぶ新しいバスターミナルが開業したほか、構内には、約１７０店舗からなる
大型商業施設がオープンし、多くの人でにぎわっています

４
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みらいまち。
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○連続立体交差事業

○幹線道路整備事業

○駅前広場整備事業

→鉄道を挟んだ南北市街地の一体化

→安全かつ円滑な交通の確保

★「日本海拠点都市にいがた」として

ふさわしい都市機能の強化



２．新潟市の強み

５



６

みなとまち。

みらいまち。

新 潟 市



７

みなとまち。

みらいまち。

新 潟 市



８

みなとまち。

みらいまち。

新 潟 市



９

みなとまち。

みらいまち。

新 潟 市



１０

みなとまち。

みらいまち。

新 潟 市



１１

みなとまち。

みらいまち。

新 潟 市



３．新潟市の取り組み
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令和６年度予算の全体像

選ばれる都市 新潟市

15か月予算として一体化 4,537億円

力点２

活力・交流
人が行き交い

活力あふれる新潟市

力点３

子育て・教育
みんなで支え合う

子育てにやさしい新潟市

７年連続の収支均衡予算

力点１

安心・安全
平穏な日常を取り戻し

安心して暮らせる新潟市

令和6年1月補正 １８６億円 能登半島地震への対応

令和6年度予算 3つの力点

（Ｒ5補正 繰り越し分含）

２０
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令和６年度予算
３つの力点 力点１ 安心・安全

平穏な日常を取り戻し 安心して暮らせる新潟市

２１



・令和6年能登半島地震により市内各地で被害が発生
令和5年から切れ目のない速やかな生活再建と災害復旧が必要

・人口減少や高齢化が進む中において市民生活を支える機能の維持が必要

令和６年度予算
３つの力点 力点１ 安心・安全

・被災者の速やかな再建を支援して平穏な日常を取り戻すとともに、
災害に強いまちづくりを進めます

・市民生活を支える機能の維持・向上を図り
安心して暮らせる新潟市を築きます

取組の方向性

現状・課題

２２



安心・安全で災害に強いまちづくり

液状化被害

今回の地震を踏まえた防災・減災対策、国土強靭化の取組を推進します

８区防災アクション２０２４
各区において今回の地震を踏まえた防災・減災関連
事業を実施することにより地域防災力を向上

宅地等地震被害状況の基礎調査
今回の地震における液状化や擁壁破壊等の宅地被害
の全体像を把握するための調査を実施

令和６年度 主な取組

避難所キーボックスの拡大設置
津波到達が速い沿岸部などの避難所で
津波警報と連動してカギが取り出せるキーボックス等設置

新規

新規

新規

２３



救急業務のICT化推進
増加する救急要請に迅速に対応するため、救急業務
のICT化を推進

救急医療体制の整備

市民生活を支える機能の維持・向上

救急患者の受け入れの促進に向け、病院の体制強化
にかかる補助金を交付

市民の日常生活を支えるバス交通や命を守る救急医療について、持続可能なも
のになるよう取り組みます

令和６年度 主な取組

路線バス
①新たなバス運転士応援事業

大型二種運転免許の取得支援や新規採用の運転士
の家賃助成の実施

②新たなバスの利用喚起策の実施
市内在住の中学生・高校生世代に3000円分の
チケットを配付、バス無料デーの実施

路線バスネットワークの維持

救急隊の活動新規

新規

拡充

２４



令和６年度予算
３つの力点 力点２ 活力・交流

人が行き交い 活力あふれる新潟市

２５



令和６年度予算
３つの力点 力点２ 活力・交流

・本市総人口は2050年には約61万人（2020年比 約17万3千人減）
特に生産年齢人口(15～64歳)は大きく減少（2020年比 約15.1万人減）

・社会の活力低下が懸念、中小企業「人手不足」
・都心エリア「にいがた２ｋｍ」における再開発や企業進出の進展

現状・課題

２６



企業の稼ぐ力を高め、地域経済に活力と、市民所得の向上を目指します

人を呼び込む

人を育てる 人を活かす

企業誘致の更なる強化や
移住・定住への取組

デジタル化による競争力強化を
支えるための人材育成

への支援

創業や成⾧分野への挑戦を
支えるための支援強化

１

２ ３

取組の方向性

令和６年度予算
３つの力点 力点２ 活力・交流

２７



「 に い が た ２ k m 」 を 活 力 向 上 の
「 成 ⾧ エ ン ジ ン 」 に

▶市内のビジネス環境を体験する機会を提供
▶本社機能誘致に向けた支援を政令市トップクラスに拡充
▶令和5年度誘致数21社、600人を超える雇用を創出

にいがた2kmエリア 進出報告の共同記者会見
@日本生命新潟ビル

企業立地・誘致の推進

８つの工業団地と更なる工業用地の確保に向けて
▶8つの工業団地・約60haの9割近くが決定済（うち4地区は完売）
▶「用地需要の把握」を行うため、令和6年度製造物流業を中心に、

国内約5,000社にアンケート調査を実施
▶需要確認後、市内全域での開発提案を募集予定

切れ目なく適切なタイミングで用地確保ができるように取り組む

人を呼び込む～ 企 業 誘 致 の 更 な る 強 化 ～１

令和６年度 主な取組

２８



▶デジタル化による競争力強化を支援
▶デジタル化に取り組む上での人材・知識不足の

解消を目指す

人を育てる～ 競 争 力 強 化 を 支 え る 人 材 育 成 ～

６

令和６年度 主な取組

2

■新規採用活動支援事業
リクルーターの養成やインターンシッププロ
グラムの構築に取り組む企業を支援

デジタル人材育成支援

デジタル技術を学ぶスクール

大学生と市内企業社員との交流会

拡充

２９



人を活かす～ 創 業 や 成 ⾧ 分 野 へ の 挑 戦 を 支 え る～

▶本市の飲食・宿泊業の37.6%(2023年)が「労働力不足」と回答
▶県内他都市での広がり、ニーズの高まり（本市でも取組を検討中）

▶県内企業の経営者の約5割は後継者が不在
▶令和5年度、事業継承が課題の事業者と

「オープンネーム」による後継者候補のマッチング事業を開始
▶令和6年度は新潟市連合商工会(会員約4,400者)を対象にアンケートを実施

事業継承に課題がある事業者を掘り起こす

▶ビジネス総合相談 創業相談、経営相談などを無料で実施
▶補助金・サポート 技術開発、販路開拓に活用できる支援を案内

令和６年度 主な取組

3

オープンネーム事業承継支援

就労マッチングサービス

■新潟IPC財団によるビジネスサポート

拡充

新規

３０



一次、二次産業
▶付加価値を生み出す過程で

地域外収支マイナス

三次産業
▶地域外収支プラス

一次、二次産業の発展を支援するとともに
本市の強みの三次産業を伸ばし、市民所得の向上へ

生産 付加価値額 (参考)地域外収支

一次産業 352 ▲226
二次産業 6,160 ▲3,852
三次産業 25,018 1,370

計 31,530 ▲2,708

新潟市の経済特性
（億円）

内閣府 地域経済循環マップ（2018）をもとに新潟市が作成

旅行者の消費に換算
外国人旅行者 8人
国内旅行者(宿泊) 23人
国内旅行者(日帰り) 75人

観光庁 観光交流人口増大の経済効果（２０１９）

交流人口の拡大は人口減少社会にも効果
定住人口１人

年間消費額
約１３０万円

新 潟 市 の 強 み と は ・・ ・

令和６年度予算
３つの力点 力点２ 活力・交流

３１



魅力を高める都心軸

新潟の活力向上に向けた大きな転換点（R6.3～）
● 新しい観光案内センター 3/ 1オープン
● 新しいバスターミナル 3/31利用開始
● 新潟駅には3月下旬以降 170店舗が開業

古町～万代～新潟駅～鳥屋野潟南部が新潟の新たな都心軸に

新潟の拠点性向上 新たな賑わい、人の流れの変化

新潟駅 鳥屋野潟南部
旧三越跡地

(画像提供:西堀通5番町地区市街地再開発準備組合)

新潟駅南北市街地が一体化

３２



令和６年の明るい兆し

＠NIIGATA ALBIREX BC

国際線再開
トキエア就航

クルーズ船寄港

佐渡島の金山
世界文化遺産登録

オイシックス新潟
アルビレックスＢＣ誕生

アルビレックス新潟
Ｊ１ 2期目

「佐渡島の金山」世界文化遺産登録実現に期待
佐渡市との連携をさらに密にし、ともに観光面を盛り上げていきます

交流人口拡大へ 新潟の明るい兆し

■佐渡連携誘客事業
佐渡・新潟エリアとしての一体的な周遊や、消費行動の
活性化、滞在期間の延⾧などを促す仕組みの構築

新潟・佐渡マラソンの連携による魅力向上
新潟シティマラソンと佐渡トキマラソンの協力体制を
構築し、さらなる交流人口の拡大につなげる

新規

３３



令和６年度予算
３つの力点 力点３ 子育て・教育

みんなで支え合う 子育てにやさしい新潟市

３４



令和６年度予算
３つの力点 力点３ 子育て・教育

7.6

7.6

8.4

11.8

13.4大学教育期間において教育に関する
様々な費用がかかるから

出産費用等の経済的負担が大きいから

育児が精神的・肉体的に大変だから

仕事と子育ての両立が難しいから
（仕事が忙しく子育ての時間がとれない）

年齢的に妊娠・出産が難しいから

新潟市子育て市民アンケート（令和４年度）
就学前児童をもつ保護者の子育てに関する調査

（％）

経済的・精神的負担
の軽減と

仕事と家庭の両立

が求められている

実際にもつ子どもの人数が理想より少ない最も重要な理由は？

・妊娠・出産・子育てにかかる精神的・経済的負担の軽減策を
さらに拡充し、切れ目のないきめ細かな支援を行います

・次世代を担う子どもたちが健やかに成⾧し、これからの社会を
たくましく生き抜く力を育む教育を推進します

現状・課題

取組の方向性

３５



妊娠 高３中３小６産後出産

出産・子育て支援の充実

● （Ｒ1,Ｒ4）こども医療費助成を２回拡充（小学6年→高校3年）

● （Ｒ5）妊産婦医療費助成の所得制限を撤廃
▶助成人数 R4：19人 ⇒  R5：6,350人 ※12月末現在

令和6年度から産婦健康診査（産後2週間・産後1か月）費用を助成

● （Ｒ5）産後ケアの自己負担額を大幅に引き下げ
▶R4 ⇒ R5 申請件数が約3倍、延べ利用日数が約5倍 ※各年12月末比較

多胎児（双子・三つ子など）の加算料金にかかる助成を拡充

産後ケア事業の充実

拡充

妊娠から子育てまで 切れ目のない医療費負担の軽減

制限撤廃 妊産婦医療費助成 2度拡充 こども医療費助成

● ● ●

精神的負担の軽減

所得制限を撤廃 拡充１ 拡充２

新規

通院 530円 薬 無料

３６



▶ 全生徒へ温かく栄養バランスのよい食事を提供

特別支援教育や通級指導教室におけるサポート

子ども・子育てにやさしい新潟へ

▶ アレルギー食など、きめの細かく対応

29校
7,300人

全57校
18,700人

完全給食

個別の教育支援サポート事業
特別支援教育にかかる個別の教育支援計画等の作成支援
システムを全市立学校園に導入

巡回通級指導教室の整備
通級指導教室について巡回指導（教員が該当する子ども
の在籍する学校を訪問して指導を行う）を開始

特別支援学級での授業

新規 市内中学校の完全給食化（令和7年8月開始に向けた準備）

新規

拡充

３７



働き方改革の推進

働きやすい職場づくり推進企業の表彰

■ 男性の育児休業取得奨励金
連続する1か月以上の育児休業を取得した場合に奨励金支給

■ 各種セミナーの実施
働き方改革、ウェルビーイング経営など

▶企業の取組内容を市ホームページ等で情報発信
▶入札参加者資格の認定や物品調達において優遇

仕事と生活の調和

経営者向けセミナーの開催、働きやすい職場づくりに
取り組む企業の表彰及びフォーラムを実施

■働き方改革の推進

３８



４．財政状況
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令和６年度当初予算の状況

 新潟市の令和６年度当初予算は、全会計合計で８，１０３億円

 うち、一般会計当初予算は４，１８５億円で、２０政令市中１５番目の規模（令和５年度１５番目）

（億円）

令和６年度一般会計当初予算（政令市比較）会計別当初予算額

一般会計

４，１８５億円
＋２０８億円（＋５．２％）

（R５：３，９７７億円）

特別会計

２，５２１億円
△１８億円（△０．７％）

（Ｒ５：２，５３９億円）

企業会計

１，３９７億円
＋８６億円（＋６．６％）

（Ｒ５：１，３１１億円）

合 計

８，１０３億円
＋２７６億円（＋３．５％）

（Ｒ５：７，８２７億円）

４０



令和５年度普通会計の決算状況

 コロナ関連事業の減に伴い（歳入）国庫支出金、（歳出）物件費が減少

 原油価格・物価高騰対策事業の実施により、扶助費が増加

△１６億円

（△０．４％）

＋６（＋１．８％）＋６（＋０．４％） ＋１４（＋３．４％） ＋７４（＋１０．６％） △６９（△５．８％） ＋９（＋２．３％）

＋４０億円

（＋０．９％）

４１

△３１（△３．３％） ＋８９（＋９．６％） ＋１４（＋２．９％） ＋２５（＋５．９％） △７１（△１２．７％） △５８（△１４．１％） ＋１６（＋３．０％）



財政力指数と経常収支比率

 財政力指数は、0.649（R4：0.666）

 経常収支比率は、94.2％（R4：94.9％）。政令市中7番目に低い

財政力指数 経常収支比率

（％）

４２



健全化判断比率
○いずれも早期健全化基準を大きく下回っている

○実質赤字比率、連結実質赤字比率はともに黒字

⇒財政の健全性を維持

健全化判断比率の政令市散布図
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全会計の市債残高（令和５年度末）

（単位：百万円）

全会計の令和５年度末市債残高は9,906億円

市民１人あたり残高は81.5万円

会計別市債残高 市民1人あたりの市債残高（普通会計）
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外郭団体の状況
 出資比率25％以上の出資団体一覧

（単位：千円）

令和６年３月末現在
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財政見通し①（一般会計 R6当初予算時）（令和６年２月策定）
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財政見通し②（一般会計 R6当初予算時）（令和６年２月策定）
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市債残高・公債費等の推移と見通し（一般会計）

市債残高・公債費等の推移と見通し（一般会計）

※ R５までは決算値、R６以降は202４財政見通しの数値

・市債発行額は合併建設計画事業（H17～H26）の影響によりH25がピーク

・市債残高は臨時財政対策債の影響により、R2まで増加が続いていたが、R３以降は減少傾向

・公債費は利率上昇の影響により、増加を見込む

市債残高(億円)

公債費
市債発行額
(億円)
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５．市債運営
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発行計画

 全国型市場公募地方債を継続して発行

 平成２０年度から共同発行市場公募地方債を発行し、今年度も継続発行

 安定的かつ適正な資金調達の取り組みを重視

令和５年度市債発行実績及び令和６年度市債発行計画（全会計）
単位：億円
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国モデル 新潟市(建設)

償還に備えた基金の積立て
 満期一括償還に備え、減債基金へ積立

億円

基金残高推移基金積立ルール

新潟市： 【建設事業債等】20年償還モデル

⇒3年据置後17年間6％ずつ（最終年度4％）

【臨時財政対策債】30年償還モデル

⇒3年据置後27年間3.7％ずつ（最終年度3.8％）

国モデル： 30年償還モデル

⇒30年間1/30(3年間で10％)ずつ

％

年

【積立額比較＜新潟市（建設事業債等）・国モデル＞】
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ホームページを通じ、 してＩＲ情報を公開

IR活動について

 投資家の皆様が必要とする情報について、タイムリーにわかりやすく発信します

【 新潟市ホームページ 財政IRサイト 】

http://www.city.niigata.lg.jp/shisei/zaimu/ir/index.html

【 一般財団法人 地方債協会 】

http://www.chihousai.or.jp/08/03.html
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新潟市は、日本一の水田面積を誇る全
国有数の大農業都市。信濃川と阿賀野川
の２つの大河が運んできた「水と土」に
よって生まれた肥沃な新潟平野では、ブ
ランド米「コシヒカリ」をはじめとする
新潟米が盛んに生産されています。

新潟ラーメンのフラッグシップカン
パニーが「新潟市民心の味」をお届け
します。

新潟市返礼品限定です。

エチゴビール 350ml缶詰合せ

新潟市 ５店舗ラーメン
オリジナル詰め合わせセット

加島屋の人気商品４商品「さけ茶漬」
「いくら醤油漬」「貝柱のうま煮」「数の子べっ甲
漬」の詰合せ。選りすぐりの海の幸を真心こめて作
り上げました。素材の旨みが際立つ粒選りの味わい
が満載です。

新潟産のコシヒカリ

ふるさと新潟市応援寄附金
いただきましたご寄附は、「子育て」「新潟ブランド」など７つの分野で

新潟市が取り組んでいる様々な事業に活用させていただきます。

全国第一号地ビール（創業1995年）。
地ビール業界では、数少ない缶ビールの製造
メーカー。４種類の詰め合わせをお届けします。

加島屋のふるさと味覚

【お問い合わせ先】

新潟市財務部財務企画課資金グループ

TEL：025-226-2192

FAX：025-223-1557

E-mail：zaimukikaku@city.niigata.lg.jp

URL：http://www.city.niigata.lg.jp/

返礼品の一例

ふるさと

チョイス

楽天

ふるさと納税

JRE MALL

ふるさと納税
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